
車道部：補修計画一般図

  1縮 尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

会 社 名

事業者名

板野郡板野町川端(板野跨線橋)

徳島引田線

図　示 / 15

車道部：補修計画一般図

側　面　図 S=1:200

A1 P1 P2 A2

A1 P1 P2 A2

Fix Fix FixMov Mov Mov

　　　　　3-3.断面修復工

　　　　　3-3.断面修復工

　　　　2-3.ジョイントプロテクター再設置
　　　　2-4.ピンチプレート再設置

上部工および下部工

平　面　図 S=1:200

JR高
徳
線

至
 阿

波
川
端

(徳
島
方
)

至
 板

野
(高

松
方
)

【主桁、横桁】1-1.塗装工
【主桁、横桁】1-1.塗装工　【床版】1-2.ひび割れ注入工、1-3.充填工、1-4.断面修復工（第2径間）

【主桁、横桁】1-1.塗装工

【主桁、横桁】1-1.塗装工　【床版】1-2.ひび割れ注入工、1-3.充填工、1-4.断面修復工（第2径間）

【A1橋台】3-1.ひび割れ注入工、3-2.充填工
　　　　　3-3.断面修復工

　　　　2-3.ジョイントプロテクター再設置
　　　　2-4.ピンチプレート再設置

【A2橋台】3-1.ひび割れ注入工、3-2.充填工
　　　　　3-3.断面修復工

9560 19580 9560

9960 19980 9960

9560 19580 9560

9960 19980 9960

　赤文字：徳島県施工

　グレー文字：JR施工

凡例

断　面　図 S=1:50

2.00% 2.00%

【床版】1-2.ひび割れ注入工、1-3.充填工、1-4.断面修復工（第1、3径間）

【主桁、横桁】1-1.塗装工　【床版】1-2.ひび割れ注入工、1-3.充填工、1-4.断面修復工（第2径間）

板野跨線橋(車道部)　橋梁緒元

橋梁名

橋格、活荷重

橋長

支間長

幅員

上部工形式

下部工形式

竣工年度

　板野跨線橋

　一等橋(TL-20)

　40m

　逆T式橋台　張出橋脚

　昭和50年(1975年)9月
　竣工後41年

基礎形式 　杭基礎

示方書 　昭和47年(1972)　道路橋示方書

　1径間　 9.560m　

　2径間　 19.58m　

　3径間　 9.560m

　8.0m (有効幅員)

　鋼鈑桁橋

T.4

10.79
10.91

11.01 11.07 11.05
10.94

10.84

10.70

10.9911.10
11.09

10.88

10.73
10.77 10.88

11.10
11.14

11.11 10.92 10.84 10.6

4.90

コン杭

コン杭

AS

BM　H=11.034

TP.1

車両感知器

至　徳島 至　引田

(主) 徳島引田線

JR

AS
AS

ASAS AS

DL 0.000

車道部　部材別補修計画車道部　部材別補修計画

1.上部工

3.下部工

主桁
横桁

床版

躯体

第1径間
1.塗装工
1.塗装工
2.ひび割れ注入工
3.ひび割れ充填工
4.断面修復工

A1橋台
1.ひび割れ注入工
2.ひび割れ充填工
3.断面修復工

1.塗装工
2.沓座モルタル打替

第2径間
1.塗装工
1.塗装工
2.ひび割れ注入工
3.ひび割れ充填工
4.断面修復工

P1橋脚
1.ひび割れ注入工
3.断面修復工

第3径間
1.塗装工
1.塗装工
2.ひび割れ注入工
3.ひび割れ充填工
4.断面修復工

P2橋脚
1.ひび割れ注入工
3.断面修復工

1.塗装工
2.沓座モルタル打替
   ジョイントプロテクター再設置
4.ピンチプレート再設置

A2橋台
1.ひび割れ注入工
2.ひび割れ充填工
3.断面修復工

1.塗装工
2.沓座モルタル打替

2.支承
3.

【支承】2-1.塗装工、2-2.沓座モルタル打替

【支承】2-1.塗装工、2-2.沓座モルタル打替

R2徳土　徳島引田線　板・川端　橋梁補修工事

【主桁、横桁】1-1.塗装工

【床版】1-2.ひび割れ注入工、1-3.充填工、1-4.断面修復工（第1、3径間）

【床版】1-2.ひび割れ注入工、1-3.充填工、1-4.断面修復工（第1、3径間）

実施設計図面

【A1橋台】3-1.ひび割れ注入工、3-2.充填工

【P1橋脚】3-1.ひび割れ注入工、3-3.断面修復工

【A2橋台】3-1.ひび割れ注入工、3-2.充填工

【支承】2-1.塗装工、2-2.沓座モルタル打替

【支承】2-1.塗装工、2-2.沓座モルタル打替

【支承】2-1.塗装工、2-2.沓座モルタル打替

【支承】2-1.塗装工、2-2.沓座モルタル打替

【支承】2-1.塗装工、2-2.沓座モルタル打替

【支承】2-1.塗装工、2-2.沓座モルタル打替

【P2橋脚】3-1.ひび割れ注入工、3-3.断面修復工

【支承】2-1.塗装工、2-2.沓座モルタル打替

【P1橋脚】3-1.ひび割れ注入工、3-3.断面修復工 【支承】2-1.塗装工、2-2.沓座モルタル打替 【P2橋脚】3-1.ひび割れ注入工、3-3.断面修復工

【支承】2-1.塗装工、2-2.沓座モルタル打替

【支承】2-1.塗装工、2-2.沓座モルタル打替

橋長　40000

支間長 支間長 支間長

20
桁長

30
桁長

30
桁長

20

200
200 200

200
200200

橋長　40000

支間長 支間長 支間長

20
桁長

30
桁長

30
桁長

20

200
200 200

200
200200

600 8000 600

750 3250 3250 750

9200

11
00

11
00

NTT管

88
6

29
0

59
6

31
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031
8

23
84

0



上り車線側歩道部：補修計画一般図

  2縮 尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

会 社 名

事業者名

板野郡板野町川端(板野跨線橋)

徳島引田線

図　示 / 15

上り車線側歩道部：補修計画一般図

側　面　図 S=1:200

A1 P1 A2

Fix FixMov Mov

　　　　1-2.断面修復工

　　　　1-2.断面修復工

A1 P1
A2

平　面　図 S=1:200

JR高
徳
線

至
 阿

波
川
端

(徳
島
方
)

至
 板

野
(高

松
方
)

上部工および下部工

13660 26940

13060 26340

13660 26940

13060 26340

　赤文字：徳島県施工

　グレー文字：JR施工

凡例

断　面　図 S=1:50

1径間(プレテンT桁) 2径間(鋼床版I桁)

防護柵 防護柵

　　　　1-2.断面修復工

板野跨線橋(上り車線側歩道部)　橋梁緒元

橋梁名

橋格、活荷重

橋長

支間長

幅員

上部工形式

下部工形式

竣工年度

　板野跨線橋

　群集荷重

　40.7m

　逆T式橋台　張出橋脚

　平成3年(1991年)3月
　竣工後25年

杭基礎形式

示方書 　昭和55年(1980)　道路橋示方書

　1径間　 13.06m　

　2径間　 26.34m

　2.0m (有効幅員)

　プレテンT桁　鋼床版I桁

　杭基礎

T.4

10.79
10.91

11.01 11.07 11.05
10.94

10.84

10.70

10.9911.10
11.09

10.88

10.73
10.77 10.88

11.10
11.14

11.11 10.92 10.84 10.6

4.90

コン杭

コン杭

AS

BM　H=11.034

TP.1

車両感知器

至　徳島
至　引田

(主) 徳島引田線

DL 0.000

JR

AS AS

上り車線側歩道部　部材別補修計画

1.上部工

3.下部工

地覆

主桁
対傾構
横構

躯体

第1径間
1.ひび割れ注入工
2.断面修復工

－
－
－

A1,A2橋台

※車道部に計上。

第2径間

－

3.塗装工
3.塗装工
3.塗装工

P1橋脚
1.ひび割れ注入工
2.ひび割れ充填工

1.沓座モルタル打替2.支承

R2徳土　徳島引田線　板・川端　橋梁塗装工事

実施設計図面

【P1橋脚】3-1.ひび割れ注入工、3-2.充填工

【支承】2-1.沓座モルタル打替

【地覆】1-1.ひび割れ注入工 【主桁、対傾構、横構】1-3.塗装工

【地覆】1-1.ひび割れ注入工 【主桁、対傾構、横構】1-3.塗装工

【P1橋脚】3-1.ひび割れ注入工、3-2.充填工
【支承】2-1.沓座モルタル打替

橋長　40700

20
桁長

40
桁長

40

支間長 支間長
300 300300

300

橋長　40700

20
桁長

40
桁長

40

支間長 支間長
300 300300

300

400 2000

2400

400 2000

2400

35
0

350 350

25
0

20
00

300 300

97
0

96
0

高欄

投棄防止フェンス

高欄

60
0

歩車道境界部 歩車道境界部

【地覆】1-1.ひび割れ注入工
【主桁、対傾構、横構】1-3.塗装工



下り車線側歩道部：補修計画一般図

  3縮 尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

会 社 名

事業者名

板野郡板野町川端(板野跨線橋)

徳島引田線

図　示 / 15

下り車線側歩道部：補修計画一般図

側　面　図 S=1:200

A1 P1 P2 A2

Fix Fix FixMov Mov Mov

上部工および下部工

平　面　図 S=1:200

A1 P1 P2 A2

【地覆】1-1.ひび割れ注入工、1-2.充填工
　　　　1-3.断面修復工、1-4.剥落防止工 【地覆】1-1.ひび割れ注入工

【地覆】1-1.ひび割れ注入工、1-2.充填工
　　　　1-3.断面修復工、1-4.剥落防止工 【地覆】1-1.ひび割れ注入工

JR高
徳
線

至
 阿

波
川
端

(徳
島
方
)

至
 板

野
(高

松
方
)

7970 19980 12470

7670 19380 11870

7970 19980 12470

7670 19380 11870

　赤文字：徳島県施工

　グレー文字：JR施工

凡例

断　面　図 S=1:50

1径間(プレテンI桁) 2径間(プレテンT桁)

3径間(プレテンT桁)

防護柵

防護柵

防護柵

　　　　1-3.断面修復工、1-4.剥落防止工

　　　　　　　1-3.断面修復工 板野跨線橋下り車線側歩道部　橋梁緒元

橋梁名

橋格、活荷重

橋長

支間長

幅員

上部工形式

下部工形式

竣工年度

　板野跨線橋

　群集荷重

　40.5m

　逆T式橋台　張出橋脚

　平成元年(1989年)2月
　竣工後27年

杭基礎形式

示方書 　昭和55年(1980)　道路橋示方書

　1径間　 7.67m　

　2径間　 19.38m　

　3径間　 11.87m

　2.0m (有効幅員)

　プレテンI桁　プレテンT桁

　杭基礎

T.4

10.79
10.91

11.01 11.07 11.05
10.94

10.84

10.70

10.9911.10
11.09

10.88

10.73
10.77 10.88

11.10
11.14

11.11 10.92 10.84 10.6

4.90

コン杭

コン杭

AS

BM　H=11.034

TP.1

車両感知器

至　徳島
至　引田

(主) 徳島引田線

JR

ASAS AS

DL 0.000

下り車線側歩道部　部材別補修計画

1.上部工

3.下部工

地覆

主桁

横桁

躯体

第1径間

－

－

－

A1,A2橋台
※車道部に計上。

第2径間
1.ひび割れ注入工
2.ひび割れ充填工

4.剥落防止工
1.ひび割れ注入工

1.ひび割れ注入工
2.ひび割れ充填工

P1橋脚
1.ひび割れ注入工

1.塗装工

第3径間

1.ひび割れ注入工

1.ひび割れ注入工
2.ひび割れ充填工
2.ひび割れ充填工
3.断面修復工

P2橋脚
1.ひび割れ注入工

1.塗装工
2.支承

2.ゴム支承取替

3.断面修復工

R2徳土　徳島引田線　板・川端　橋梁補修工事

実施設計図面

【P1橋脚】3-1.ひび割れ注入工 【P2橋脚】3-1.ひび割れ注入工

【P1橋脚】2-1.ひび割れ注入工

【支承】2-1.塗装工

【主桁、横桁】1-1.ひび割れ注入工、1-2.充填工

【主桁、横桁】1-1.ひび割れ注入工、1-2.充填工、1-3.断面修復工

【主桁、横桁】1-1.ひび割れ注入工、1-2.充填工
【主桁、横桁】1-1.ひび割れ注入工、1-2.充填工、1-3.断面修復工

【支承】2-1.塗装工、2-2.ゴム支承取替 【支承】2-1.塗装工 【支承】2-1.塗装工

【支承】2-1.塗装工【支承】2-1.塗装工、2-2.ゴム支承取替 【支承】2-1.塗装工 【支承】2-1.塗装工

【P1橋脚】3-1.ひび割れ注入工 【P2橋脚】3-1.ひび割れ注入工

橋長　40500

20
桁長

20
桁長

20
桁長

20

支間長 支間長 支間長
150 150

300
300
300

300

橋長　40500

20
桁長

20
桁長

20
桁長

20

支間長 支間長 支間長
150 150

300
300
300

300

40

320
80

320
80

320
80

320
80

320
80

320

232040

400 2000

2400

400 2000

2400

400 2000

2400

50
35

5
20

00

36
0

20
00

36
0

350 350

350 350

投棄防止フェンス

高欄

投棄防止フェンス

高欄

歩車道境界部

高欄

歩車道境界部

27
5

90
0

60
0

歩車道境界部

【地覆】1-1.ひび割れ注入工、1-2.充填工

【主桁、横桁】1-1.ひび割れ注入工、1-2.充填工

【地覆】ひび割れ注入工

【主桁、横桁】1-1.ひび割れ注入工、1-2.充填工



車道部：床版下面補修計画図(その1)

  4縮 尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

会 社 名

事業者名

板野郡板野町川端(板野跨線橋)

徳島引田線

図　示 / 15

損傷凡例

ひ
び
割
れ

うき

剥離

その他

腐食

遊離石灰

鉄筋露出

腐食(角)

1.0mm以上

0.2mm未満

変形・欠損

漏水・帯水

0.2～0.5mm未満

0.5～1.0mm未満

N
T
T
管

0.2 L=450

0.2
L=450

0.2

L=
70
0

L200×W100

0.3

L=
70
0

0.2

L=
70
0

0.2

L=
70
0

0.2

L=
70
0

0.2

L=
70
0

0.2

L=
35

0 0.2

L=
70
0

0.2

L=
70
0

0.1

0.10.1

L=500 L=500

0.2

L=700

0.2

L=1400

0.2

L=1000

L=400

0.2

L= 600

L=30 0

L=700 L=
70
0

L=300

L300×W200

L=
50
0

L=1000

L=700
L=1000

L=4
00

L=250

L=250
L= 400

L=400

L=250

L=300
L=300

L=600L = 16 5 0

L=700

車道部：床版下面補修計画図(その1) S=1:40

第1径間　施工:徳島県

A1橋台 P1橋
脚

床版01

床版02

床版03

床版04

床版05

床版01　床版ひび割れ-a

写真　11

JR高
徳
線

至
 阿

波
川
端

(徳
島
方
)

第1径間 第2径間 第3径間A1 P1 A2P2

床版01
床版02

床版03

床版04
床版05

至 徳島 至 引田

排水管201　腐食-c
写真　22

床版05　剥離
写真　21

床版05　床版ひび割れ-b

写真　20

床版05　床版ひび割れ-a

写真　19

床版04　床版ひび割れ-a
写真　17

床版04　床版ひび割れ・遊離石灰-c
写真　18

床版03　床版ひび割れ-a

写真　16
床版03　うき
写真　15

床版03　床版ひび割れ・漏水-c

写真　14

床版02　床版ひび割れ-a

写真　13

床版02　床版ひび割れ-a

写真　12

至
 板

野

(高
松
方
)

HI 1 = 0.45m【C1】

HI 1 = 1.00m【C2,C3】

HI 1 = 9.70m【C4～C17】

HI 1 = 4.20m【C19～C25】

HI 1 = 3.15m【C31～C35】

補修工法 記号・単位

ひび割れ注入工

ひび割れ充填工

HI 1: m

HI 2: m

カッター工 KL  : m

断面修復工(t=1.0cm):ケレン無 DA 1: m2

数　量

22.00m

1.40m

0.08m2

補修工法数量表

・赤紫線・赤紫文字は、補修計画を示す。

車道部

上り車線側歩道部

下り車線側歩道部

HI 2 = 0.65m【J1】

DA 1 = 0.06m2
KL   = 1.00m

【D1】

DA 1 = 0.02m2
KL   = 0.40m

【D2】

0.65m

通し番号

C

－

D

J

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

・L x H x W x D→L:長さ(mm) W:幅(mm) H:高さ(mm) D:深さ(mm)

HI 1 = 0.25m【C18】

HI 1 = 3.25m【C26～C30】

床版01

(ひび割れ注入工HI 1 ひび割れ充填工HI 2)

HI 2(m)

－

－

－

0.65

－

ひびわれ補修工数量

床版部材

床版02

床版03

床版04

床版05

HI 1(m)

0.45

1.00

9.70

4.45

6.40

[C26]
[C27]

[C28] [C29] [C30] [C31]

[C32]

[C33]

[C34]

[C35]

[J1]

マーク図

経過観察

1. 写真は、板野跨線橋(車道部) 1径間損傷写真参照。

注記)

   表記がない損傷は、ひび割れ幅0.2mmとする。

3. 0.2mm未満のひび割れは、経過観察とする。

2. 0.2mm以上のひび割れにおいて、ひび割れ幅の

・遊離石灰から連続しているひび割れについては、HI 2 ひび割れ充填工で対応する。

R2徳土　徳島引田線　板・川端　橋梁補修工事

実施設計図面

1100

1100
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0
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0
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00

2384023
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  5

車道部：床版下面補修計画図(その3)

縮 尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

会 社 名

事業者名

板野郡板野町川端(板野跨線橋)

徳島引田線

図　示 / 15

損傷凡例

ひ
び
割
れ

うき

剥離

その他

腐食

遊離石灰

鉄筋露出

腐食(角)

1.0mm以上

0.2mm未満

変形・欠損

漏水・帯水

0.2～0.5mm未満

0.5～1.0mm未満

N
T
T
管

第3径間　施工:徳島県

P2橋脚 A2橋
台

床版01　床版ひび割れ-b
写真　11

床版01　床版ひび割れ-b
写真　12

床版01　床版ひび割れ-b
写真　13

床版01　うき
写真　14

床版01　鉄筋露出
写真　15

床版02　床版ひび割れ-c

写真　16

床版02　床版ひび割れ・漏水-c

写真　17,18

床版03　床版ひび割れ-b

写真　19

床版03　床版ひび割れ-b
写真　20

床版04　床版ひび割れ・漏水-c

写真　21,22

床版04　床版ひび割れ-a

写真　23

床版05　床版ひび割れ-b

写真　24

床版05　床版ひび割れ-b

写真　25
床版05　床版ひび割れ-b
写真　26

排水管102　腐食-c
写真　27

排水管202　腐食-c
写真　28

第1径間 第2径間 第3径間A1 P1 A2P2

床版01
床版02

床版03

床版04
床版05

車道部

至 徳島 至 引田

上り車線側歩道部

下り車線側歩道部

JR高
徳
線

至
 阿

波
川
端

(徳
島
方
)

至
 板

野

(高
松
方
)

車道部：床版下面補修計画図(その3) S=1:40

HI 1 = 1.90m【C282～C285】

HI 1 = 2.35m【C431～C434】

補修工法

HI 1: m

カッター工 KL  : m

断面修復工(t=1.0cm):ケレン無 DA 1: m2

断面修復工(t=6.4cm):ケレン有 DA 2: m2

数　量

86.50m

1.50m

0.16m2

DA 1 = 0.16m2
KL   = 1.20m

【D3】

DA 2 = 0.01m2
KL   = 0.30m

【D4】

0.01m2

・赤紫線・赤紫文字は、補修計画を示す。

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

・L x H x W x D→L:長さ(mm) W:幅(mm) H:高さ(mm) D:深さ(mm)

床版01

(ひび割れ注入工HI 1)

ひびわれ補修工数量

床版部材

床版02

床版03

床版04

床版05

HI 1(m)

4.90

35.95

27.05

12.20

6.40

通し番号

C

D

HI 1 = 1.90m【C286～C288】

HI 1 = 1.10m【C289,C290】

HI 1 = 1.10m【C435,C436】 HI 1 = 2.95m【C437～C441】

床版01

床版02

床版03

床版04

床版05

L400×W400 L=
70
0

L=
30

0

L=
50

0 L=
40
0

L=
60
0

L=
60

0

L=
70
0 L=
40
0

L=
70
0

L100×W100

L=550

L=1200

L=300

L=900

L=200

L=
55
0
L=

20
0

L=
70
0

L=
90
0

0.2

0.3

L=
60
0

L=
50

0

L=
60
0

L=
30

0 L=
90
0

L=
70
0

L=
45

0

L=650

L=
35
0

L=350

L=
65
0

L=300

L=
20
0

L=400

L=800

L=400
L=300

L=700

L=300

L=600

L=600

L=15
0

L=600

L=55
0

L=2200

L=
80

0

L=
60

0L=550

L=300

L=700

L=300

L=
55

0

L=350
L=400

L=500

L=
65
0

L=1250

L=2
50

L=750

L=500

L=1400

L=1300

L=650

L=350

L=
15
0

L=500 L=25
0

L=25
0

L=650

L=30
0

L=20
0

L=250

L=1700

L=450

L= 7 50

L=2100

L=250

L=
50
0

L=750

L=550

L=900

L=300L=300L=700

L=1250

L=550L=1 50

L= 250

L=600

L=450

L=550

L=300

L=1050

L=2
50

L=550

L=750 L=300

L=
20
0

L=
95
0

L =3 00

L=300

L=400
L=450L=

20
0

L=1100

L=1100

L=450

L=1200

L=650

L=200

L=550

L=
65
0

L=400

L=300L=
60
0

L=
40

0

L=
65

0

L=
30
0

L=
17
50

L=
45

0

L=
30
0

L=4
50 L=600

L=650 L=200

L=450

L=1250
L=700

L=
40
0

L=500

L=350
L=350
L=450

L=
60
0L=
20
0

L=850

L=
10
0

L=150

L=
35
0

L=250

L=300

L=650
L=500 L=750

L=2
50

L=8
00

L=300

L=350

L=45
0

L=350

L=
40
0

L=350

L=150

L=350

L=250

L=
15
0

L=9
00

L=1050

L=100

L=
20
0

L=250

L=
200

L=400

HI 1 = 24.10m【C291～C342】

HI 1 = 11.85m【C343～C363】

HI 1 = 11.80m【C364～C384】

HI 1 = 15.25m【C385～C410】

HI 1 = 10.80m【C411～C427】

HI 1 = 1.40m【C428～C430】

1. 写真は、板野跨線橋(車道部) 3径間損傷写真参照。

注記)

   表記がない損傷は、ひび割れ幅0.2mmとする。

3. 0.2mm未満のひび割れは、経過観察とする。

D

漏水は伸縮装置取替にて対応(伸縮装置補修計画図参照)

ひび割れ注入工

－

記号・単位

補修工法数量表
マーク図

2. 0.2mm以上のひび割れにおいて、ひび割れ幅の

経過観察

経過観察

・遊離石灰から連続しているひび割れについては、HI 2 ひび割れ充填工で対応する。

R2徳土　徳島引田線　板・川端　橋梁補修工事

実施設計図面
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車道部：下部工補修計画図(その1)

 6縮 尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

会 社 名

事業者名

板野郡板野町川端(板野跨線橋)

徳島引田線

図　示 / 15

損傷凡例

ひ
び
割
れ

うき

剥離

その他

腐食

遊離石灰

鉄筋露出

腐食(角)

1.0mm以上

0.2mm未満

変形・欠損

漏水・帯水

0.2～0.5mm未満

0.5～1.0mm未満

注記)

   表記がない損傷は、ひび割れ幅0.2mmとする。

3. 0.2mm未満のひび割れは、経過観察とする。

2. 0.2mm以上のひび割れにおいて、ひび割れ幅の

マーク図

1. 写真は、板野跨線橋(車道部) A1橋台損傷写真参照。

0.4

L=200

L=200

0.2
L=700

L=400

0.2

0.2

L=650

0.2
L=600

0.2

L=1900

0.2

L=1400

0.2

L=900
0.2

L=600

0.1

0.1

0.2

L=700

0.2

L=770

0.2

L=770

0.3

L=770

0.2

L=770

0.2

L=770

0.3

L=770

0.3

L=770

0.2

L=300
0.2

L=700

0.2

L=700

0.3

L=700
0.2

L=400

0.2

L=700

W200×H300

L=150

W650×H600

W300×H400

L=550
0.5

W100×H700

0.2

L=700

0.2

L=7000.2

L=200

0.2

L=400
0.1

0.2

L=400
0.2

L=1200 0.2

L=28000.2

L=500

L=900
L=1300

L=800

0.3

L=2800

L=400

0.2

L=600

L=200
0.2

L=1000

0.2

L=1400
L=350

0.2
L=850

0.2

0.2
L=4000.3

L=1800

0.3
L=450

L=250

L=450

L=250

0.2
L=700

0.2

L=1700

0.2

L=450

0.2 L=700

0.4 L=4200

0.3 L=1450

0.2 L=6000.2 L=550

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=200

0.2

L=100

0.2

車道部：下部工補修計画図(その1)

A1橋台　　施工:徳島県

S=1:50

D-D平面図

B

B

C

C

B-B側面図

D D

C-C側面図

D
D

D D

B

B

C

C

A A

下　面

L=
40

0

A-A正面図

ひび割れ-b

写真　1,2

ひび割れ・遊離石灰-c
写真　3

ひび割れ-b

写真　4

ひび割れ-b
写真　5

剥離

写真　6
剥離
写真　7

ひび割れ・遊離石灰-c,うき

写真　8

ひび割れ-b
写真　9,10

ひび割れ-b

写真　11

ひび割れ-b

写真　12

遊離石灰-c
写真　13

ひび割れ-b

写真　14,15

ひび割れ-b

写真　16

滞水
写真　17

鳥の巣

写真　18

第1径間 第2径間 第3径間A1 P1 A2P2

車道部

至 徳島 至 引田

上り車線側歩道部

下り車線側歩道部

A1橋台

JR高
徳
線

至
 阿

波
川
端

(徳
島
方
)

至
 板

野

(高
松
方
)

HI 1 = 31.29m【C2-13～C2-66】

DA 2 = 0.06m2
KL   = 1.00m

DA 1 = 0.12m2
KL   = 1.40m

【D2-3】

DA 1 = 0.39m2
KL   = 2.50m 【D2-2】

補修工法

ひび割れ注入工

ひび割れ充填工

HI 1: m

HI 2: m

カッター工 KL  : m

断面修復工(t=1.0cm):ケレン無 DA 1: m2

断面修復工(t=11.2cm):ケレン有 DA 3: m2

61.69m

5.6m

0.51m2

補修工法数量表

1.30m

HI 1 = 8.15m【C2-2～C2-12】

数　量通し番号

C2

J2

D2

－

″

・赤紫線・赤紫文字は、補修計画を示す。

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

・L x H x W x D→L:長さ(mm) W:幅(mm) H:高さ(mm) D:深さ(mm)

・滞水は伸縮装置の取替にて対応する。(伸縮装置詳細図参照)

・鳥の巣は、下部工補修時に除去すること。

HI 1 = 0.20m【C2-1】

HI 1 = 22.05m【C67～C95】

HI 2 = 0.20m【J2-1】

HI 2 = 0.95m【J2-3,J2-4】

HI 2 = 0.15m  【J2-2】

【D2-1】 DA 2 = 0.07m2
KL   = 0.70m

【D2-4】

0.13m2

添架物（取付金具）腐食-c添架物（取付金具）腐食-c

L=
20
0

L=
20
0

L=
20
0

L=
20
0

L=
20
0

L=
20
0

L=
20
0

L=
40
0

L=
20
0

L=
20
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
20
0

L=
40
0

L=
20

0

上　面

縁端拡幅部

[C2-1]

[C2-2～C2-9]

【C2-13～C2-36】

【C2-36～C2-66】[C2-10～C2-12]

【C68～C91】

【C91～C95】

[C2-89]

[C2-90]

【J2-1】

[J2-2]

[J2-3]

[J2-4]

伸縮装置取替
(伸縮装置補修計画図参照)

取付金具取替
(排水施設補修計画図参照)

取付金具取替
(排水施設補修計画図参照)

記号・単位

・遊離石灰から連続しているひび割れについては、HI 2 ひび割れ充填工で対応する。

R2徳土　徳島引田線　板・川端　橋梁補修工事

実施設計図面
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車道部：下部工補修計画図(その4)

 7縮 尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

会 社 名

事業者名

板野郡板野町川端(板野跨線橋)

徳島引田線

図　示 / 15

損傷凡例

うき

剥離

その他

腐食

遊離石灰

鉄筋露出

腐食(角)

1.0mm以上

0.2mm未満

変形・欠損

漏水・帯水

0.2～0.5mm未満

0.5～1.0mm未満

ひ
び
割
れ

マーク図

1. 写真は、板野跨線橋(車道部) A2橋台損傷写真参照。

注記)

   表記がない損傷は、ひび割れ幅0.2mmとする。

3. 0.2mm未満のひび割れは、経過観察とする。

2. 0.2mm以上のひび割れにおいて、ひび割れ幅の

0.2

L=700

0.2

L=700

0.2

L=700
L=200

L=
20
0

L=
40
0

L =
20
0

0.2

L=500
0.2

L=400

0.3

L=2500

0.2

L=500

0.2

L=650

0.2

L=300

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

W150×H2200

0.1

L750×H250

L100×H250

W550×H1000

0.2

L=700

0.3

L=700
0.3
L=700

0.2

L=450

0.3

L=700

0.2

L=700

0.2
L=700

0.3

L=700

0.3

L=700

0.5

L=700

0.2 L=200

0.3

L=6000.3

L=
77
0

0.2

L=200

0.2

L=600

0.2

L=1100

0.2

L=1700

0.1

0.2L=400

0.2
L=400

0.3

L=1500
0.1

0.2
L=1200

0.2 L=400

0.3 L=600

0.5 L=13500.2 L=1300

0.2 L=1000

0.3 L=3000

L=250

0.2

L=700

0.3

L=700

0.1 0.1

L=
40
0

L=
40
0

L=250 L=400

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
30
0

L=
40
0

L=
30
0

L=
15
0

0.2

L=400

0.3

L=
77
0 0.4

L=
77
0 0.2

L=600

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
20
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
25
0

車道部：下部工補修計画図(その4)

A2橋台　　施工:徳島県

S=1:50

A-A正面図

B-B側面図

DD
D

D

B

B

C

C

DD

C-C側面図

D-D平面図

B

B

C

C

A

A

下　面

ひび割れ-b
写真　1

ひび割れ-b
写真　2,3,4

ひび割れ-b

写真　5

ひび割れ-b

写真　6

ひび割れ-b

写真　7

うき

写真　8

ひび割れ-b
写真　9,10

ひび割れ-b

写真　11

うき

写真　12

添架物（取付金具）腐食-c
写真　13 ひび割れ-b

写真　14,15

遊離石灰-c
写真　16,17

ひび割れ-b

写真　18

遊離石灰-c

写真　19

うき・鉄筋露出
写真　20,21

滞水
写真　22

A2橋台

A1A1 P1 A2P2

至 徳島 至 引田JR高
徳
線

至
 阿

波
川
端

(徳
島
方
)

至
 板

野

(高
松
方
)

第1径間 第2径間 第3径間

車道部

上り車線側歩道部

下り車線側歩道部

HI 1 = 34.91m【C2-305～C365】

DA 1 = 0.55m2
KL   = 3.10m 【D2-14】

DA 1 = 0.19m2
KL   = 2.00m

【D2-16】

DA 2 = 0.03m2
KL   = 0.70m

【D2-17】

HI 1 = 4.50m【C2-366～C2-373】

HI 1 = 8.55m【C2-290～C2-304】 DA 1 = 0.33m2
KL   = 2.35m 【D2-15】

HI 2 = 0.65m【J2-8,J2-9】

HI 2 = 0.25m【J2-10】

補修工法

ひび割れ注入工

ひび割れ充填工

HI 1: m

HI 2: m

カッター工 KL  : m

断面修復工(t=1.0cm):ケレン無 DA 1: m2

断面修復工(t=11.2cm):ケレン有 DA 3: m2

47.96m

5.05m

1.07m2

0.90m

数　量通し番号

－

″

・赤紫線・赤紫文字は、補修計画を示す。

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

・L x H x W x D→L:長さ(mm) W:幅(mm) H:高さ(mm) D:深さ(mm)

・滞水は伸縮装置の取替にて対応する。(伸縮装置詳細図参照)

・鳥の巣は、下部工補修時に除去すること。

0.03m2

添架物（取付金具）腐食-c

L=
40

0

L=
20

0

L=
20
0

L=
40
0

L=
20
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
20
0

L=
40
0

L=
40
0

L=
40
0

上　面

縁端拡幅部

L=
20
0

L=
20
0

L=
20
0

【C2-290～C2-299】

【C2-300～C2-304】

【C2-335～C2-365】

【C2-305～C2-334】

[C366] [C367]

[C368]

[C369]

【C2-370～C2-373】

[J2-8] [J2-9]

【J2-10】

C2

J2

D2

取付金具取替
(排水施設補修計画図参照)

取付金具取替
(排水施設補修計画図参照)

伸縮装置取替
(伸縮装置補修工参照)

【D2-16】

【D2-17】

【D2-14】

【D2-15】

補修工法数量表

記号・単位

・遊離石灰から連続しているひび割れについては、HI 2 ひび割れ充填工で対応する。

R2徳土　徳島引田線　板・川端　橋梁補修工事

実施設計図面

10
87

2575

41
30

70
0

73
5

46
20

70
0

70
0

73
5

400 800

2400 1200

46
20

900 400

3000

10
87

70
0

400

90
0

40
0

31
46

2575

400

2691

24
00

80
0

40
0

12
00

40
0

2400

291

400

2836

2665

2665

2400 5000 2400

9800

400 1300

42
6

48
72

9800

70
0

70

77
0

2575

2836

9800

40
0

2575

2836

9800

40
0

41
30

40
0

40
0



上り車線側歩道部：床版下面補修計画図(その1)

 8縮 尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

会 社 名

事業者名

板野郡板野町川端(板野跨線橋)

徳島引田線

図　示 / 15

損傷凡例

ひ
び
割
れ

うき

剥離

その他

腐食

遊離石灰

鉄筋露出

腐食(角)

1.0mm以上

0.2mm未満

変形・欠損

漏水・帯水

0.2～0.5mm未満

0.5～1.0mm未満

A1橋台 P1橋
脚

L400×W150

0.2L=250

0.2L=200

上り車線側歩道部：床版下面補修計画図(その1) S=1:30

第1径間　施工:徳島県

地覆01　鉄筋露出

写真　6

地覆01　ひび割れ-b

写真　7

地覆02　ひび割れ-b

写真　8

A1 P1 A2

至 徳島 至 引田

車道部

上り車線側歩道部

下り車線側歩道部

地覆01

床版01

地覆02

JR高
徳
線

至
 阿

波
川
端

(徳
島
方
)

至
 板

野

(高
松
方
)

HI 1 = 0.25m【C1】

HI 1 = 0.20m【C2】

DA 2 = 0.06m2
KL   = 0.70m 【D1】

補修工法

ひび割れ注入工 HI 1: m

カッター工 KL  : m

断面修復工(t=6.4cm):ケレン有 DA 2: m2

数　量

0.45m

0.70m

0.06m2

・赤紫線・赤紫文字は、補修計画を示す。

通し番号

C

－

D

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

・L x H x W x D→L:長さ(mm) W:幅(mm) H:高さ(mm) D:深さ(mm)

[C2]

[C1]

記号・単位

補修工法数量表

1. 写真は、板野跨線橋(上り車線側歩道部) 1径間損傷写真参照。

注記)

   表記がない損傷は、ひび割れ幅0.2mmとする。

2. 0.2mm以上のひび割れにおいて、ひび割れ幅の

マーク図

R2徳土　徳島引田線　板・川端　橋梁補修工事

実施設計図面

40
0

20
00

24
00

22
5

400 6281 319 6281 400

13680

第2径間第1径間



下り車線側歩道部：床版下面補修計画図(その3)

 9縮 尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

会 社 名

事業者名

板野郡板野町川端(板野跨線橋)

徳島引田線

図　示 / 15

損傷凡例

ひ
び
割
れ

うき

剥離

その他

腐食

遊離石灰

鉄筋露出

腐食(角)

1.0mm以上

0.2mm未満

変形・欠損

漏水・帯水

0.2～0.5mm未満

0.5～1.0mm未満

下り車線側歩道部：床版下面補修計画図(その3) S=1:30

第3径間　施工:徳島県

P2橋脚 A橋
台

L=250 L=250L=250 L=250 L=250 L=250

L=250

L=
45

0

L=
20

0

L=
10

0

L=
45

0

L=
40

0

L=
40

0

L=
40

0

L=
40

0

L=
40

0

L=
25

0

L=
40

0

床版01　遊離石灰-c
写真　17

床版01　遊離石灰-c

写真　18
床版01　遊離石灰-c

写真　19

床版01　遊離石灰-c

写真　20

地覆01　ひび割れ-b
写真　21

地覆02　ひび割れ-b

写真　22

地覆02　ひび割れ-b
写真　23

地覆01

地覆02

A1 P1 A2P2

至 徳島 至 引田

床版01

JR高
徳
線

至
 阿

波
川
端

(徳
島
方
)

至
 板

野

(高
松
方
)

HI 2 = 1.20m【J6～J9】

車道部

上り車線側歩道部

下り車線側歩道部

HI 1 = 0.25m【C8】

HI 1 = 0.25m【C9】

補修工法 記号・単位

ひび割れ充填工 HI 2: m

数　量

3.85m

補修工法数量表

・赤紫線・赤紫文字は、補修計画を示す。

通し番号

J

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

・L x H x W x D→L:長さ(mm) W:幅(mm) H:高さ(mm) D:深さ(mm)

ひび割れ注入工 HI 1: m 1.75mC

HI 1 = 1.00m【C10～C13】

HI 2 = 1.60m【J10～J13】

間詰部と床版間の遊離石灰は、床版防水工により対応する。(舗装・床版防水工計画図参照)

[C8]

[C9]

[J6] [J7] [J8] [J9] [J10] [J11] [J12] [J13] [J14] [J15] [J16]

[C10] [C11] [C12] [C13] [C14]

HI 2 = 1.05m【J14～J16】

地覆02　ひび割れ-b

HI 1 = 0.25m【C14】

1. 写真は、板野跨線橋(下り車線側歩道部) 3径間損傷写真参照。

注記)

   表記がない損傷は、ひび割れ幅0.2mmとする。

2. 0.2mm以上のひび割れにおいて、ひび割れ幅の

マーク図

R2徳土　徳島引田線　板・川端　橋梁補修工事

実施設計図面

100

360

22
5

22
5

12907

20
00

40
0

24
00

400 5622 300 5830 400

400 5458 300 5830 400

45
0

第1径間 第2径間 第3径間



下り車線側歩道部主桁補修計画図(その3)

 10縮 尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

会 社 名

事業者名

板野郡板野町川端(板野跨線橋)

徳島引田線

図　示 / 15

損傷凡例

ひ
び
割
れ

うき

剥離

その他

腐食

遊離石灰

鉄筋露出

腐食(角)

1.0mm以上

0.2mm未満

変形・欠損

漏水・帯水

0.2～0.5mm未満

0.5～1.0mm未満

マーク図

P2橋脚 A2橋
台

P2橋脚 A2橋
台

P2橋脚 A2橋
台

P2橋脚 A2橋
台

L=2550
0.2 0.1

L=1500

0.1
L=1100

0.1
L=2100

0.2

L=700

0.2
L=350

0.1
L=400

L=300

0.1
L=1800

L=150

下り車線側歩道部主桁補修計画図(その3) S=1:30
第3径間　主桁301　　施工:徳島県

上フランジ下面

側面(阿波川端側)

側面(板野側)

下フランジ下面

ひび割れ-c
写真　1

ひび割れ-c
写真　2

ひび割れ-c
写真　3

ひび割れ-c
写真　4

遊離石灰-d
写真　5

ひび割れ-c
写真　6

ひび割れ・漏水-d
写真　7

ひび割れ-c
写真　8

A1 P1 A2P2

車道部

至 徳島 至 引田

上り車線側歩道部

下り車線側歩道部

主桁301

主桁302

JR高
徳
線

至
 阿

波
川
端

(徳
島
方
)

至
 板

野

(高
松
方
)

HI 1 = 2.55m【C19】 HI 1 = 0.65m【C20,C21】

HI 1 = 0.70m【C22】

HI 2 = 0.15m【J17】

補修工法

ひび割れ充填工 HI 2: m

数　量

0.15m

・赤紫線・赤紫文字は、補修計画を示す。

通し番号

J

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

・L x H x W x D→L:長さ(mm) W:幅(mm) H:高さ(mm) D:深さ(mm)

ひび割れ注入工 HI 1: m 3.90mC

[C19]
[J17] [C20]

[C21]

[C22]

3. 0.2mm未満のひび割れは、経過観察とする。

1. 写真は、板野跨線橋(下り車線側歩道部) 3径間損傷写真参照。

注記)

   表記がない損傷は、ひび割れ幅0.2mmとする。

2. 0.2mm以上のひび割れにおいて、ひび割れ幅の

記号・単位

補修工法数量表

R2徳土　徳島引田線　板・川端　橋梁補修工事

実施設計図面

400 300 5980 400

12761

400 5681 300 400

3
5
0

5681

5980

400 5681 300 4005980

12761

12761

12761

3
0
0
1
5
03
0
0

1
7
0 1
0
01
3
0

1
70 1
0
01
3
0

第2径間 第3径間第1径間



下り車線側歩道部主桁補修計画図(その4)

 11縮 尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

会 社 名

事業者名

板野郡板野町川端(板野跨線橋)

徳島引田線

図　示 / 15

損傷凡例

ひ
び
割
れ

うき

剥離

その他

腐食

遊離石灰

鉄筋露出

腐食(角)

1.0mm以上

0.2mm未満

変形・欠損

漏水・帯水

0.2～0.5mm未満

0.5～1.0mm未満

マーク図

P2橋脚 A2橋
台

P2橋脚 A2橋
台

P2橋脚 A2橋
台

P2橋脚 A2橋
台

L100×H100

下り車線側歩道部主桁補修計画図(その4) S=1:30

第3径間　主桁302　　施工:徳島県

上フランジ下面

側面(阿波川端側)

側面(板野側)

下フランジ下面

横桁03　剥離
写真　9

主桁301

A1 P1 A2P2

車道部

至 徳島 至 引田

上り車線側歩道部

下り車線側歩道部
主桁302

JR高
徳
線

至
 阿

波
川
端

(徳
島
方
)

至
 板

野

(高
松
方
)

DA 1 = 0.01m2
KL   = 0.40m

【D2】

補修工法

カッター工 KL  : m

断面修復工(t=1.0cm):ケレン有 DA 1: m2

数　量

0.40m

0.01m2

・赤紫線・赤紫文字は、補修計画を示す。

通し番号

－

D

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

・L x H x W x D→L:長さ(mm) W:幅(mm) H:高さ(mm) D:深さ(mm)

3. 0.2mm未満のひび割れは、経過観察とする。

1. 写真は、板野跨線橋(下り車線側歩道部) 3径間損傷写真参照。

注記)

   表記がない損傷は、ひび割れ幅0.2mmとする。

2. 0.2mm以上のひび割れにおいて、ひび割れ幅の

記号・単位

補修工法数量表

R2徳土　徳島引田線　板・川端　橋梁補修工事

実施設計図面

400 300 6080 400

12324

12324

400 5144 300 400

12324

5144

6080

12324

400 5144 300 4006080

35
0

30
0
15

0
30

0
17

0 10
013
0

17
0 10

013
0

第2径間 第3径間第1径間



下り車線側歩道部：横桁・支承補修計画図(その2)

 12

損傷凡例

ひ
び
割
れ

うき

剥離

その他

腐食

遊離石灰

鉄筋露出

腐食(角)

1.0mm以上

0.2mm未満

変形・欠損

漏水・帯水

0.2～0.5mm未満

0.5～1.0mm未満

縮 尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

会 社 名

事業者名

板野郡板野町川端(板野跨線橋)

徳島引田線

図　示 / 15

L=900

下り車線側歩道部：横桁・支承補修計画図(その2) S=1:20

第3径間　施工:徳島県

車道部
正面

横桁01(P2橋脚端横桁)

車道部

横桁03(A2橋台端横桁)

主桁102 主桁101

主桁102 主桁101

下面

引田側

徳島側

主桁102主桁101

主桁102主桁101

下面

引田側

徳島側

起点側正面

横桁02(中央横桁)

主桁102 主桁101

主桁101 主桁102

下面

引田側

徳島側

車道部

終点側正面

横桁02(中央横桁)

主桁102主桁101

正面

車道部

遊離石灰-c

写真　10

アンカーバーの腐食-c

写真　11
アンカーバーの腐食-d
写真　12

支承501　損傷無し

写真　13

支承502　損傷無し

写真　14

支承601　損傷無し

写真　15

支承602　損傷無し

写真　16

A1 P1 A2P2

至 徳島 至 引田

支承501

支承502

支承601

支承602
横桁01 横桁02 横桁03

JR高
徳
線

至
 阿

波
川
端

(徳
島
方
)

至
 板

野

(高
松
方
)

HI 2 = 0.90m【J19】

車道部

上り車線側歩道部

下り車線側歩道部

補修工法 記号・単位

ひび割れ充填工 HI 2: m

数　量

0.90m

補修工法数量表

・赤紫線・赤紫文字は、補修計画を示す。

通し番号

J

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

・L x H x W x D→L:長さ(mm) W:幅(mm) H:高さ(mm) D:深さ(mm)

[J19]

塗装工（Rc-   塗装系） To 2: m2 数量計算書参照－

塗装工
(塗装工詳細図)参照)

塗装工
(塗装工詳細図)参照)

塗装工詳細図 S=1:10

▽横桁

▽橋座

アンカーボルト φ25 L=600(Fix)

 φ25 L=620(Mov)

(4種ケレン+塗布形素地調整剤)

1. 写真は、板野跨線橋(下り車線側歩道部) 3径間損傷写真参照。

注記)

マーク図

R2徳土　徳島引田線　板・川端　橋梁補修工事

実施設計図面

200 350 350 200

1950

450

200 200

750 750

60
0 43

0

2000400

2400

2000 400

2400

850 850 850

40
0

40
0

30
0

2000 400

2400

2000400

2400

200 350 350 200

1950

450

200 200

750 750

200 350 350 200

1950

450

200 200

750 750

60
0

150
300

150
300

200
300

200
300

50

30

40

40

200 350 350 200

1950

450

200 200

750 750
43

0

第1径間 第2径間 第3径間

70

300

塗装工(Rc-　塗装系)



補修工法要領図(その1)

断面修復工(左官仕上げ工法)：DA 1、DA 2

断面修復工・・・・・・既設コンクリートののうき、剥離、鉄筋露出箇所等に対し、劣化コンクリート部を
　　　　　　　　　　　除去した後に、ポリマーセメントモルタルを用いて断面を修復する工法。

補修概要図

開　　　始

コンクリート脆弱部
のはつり

打音調査
(補修箇所の特定)

　　　清　　　掃

下地処理として
接着増強下地処理材塗布

コンクリートの欠損部に
ポリマーセメントモルタル充填

養　　　　生

終　　　了

施工フロー

必要に応じて鉄筋ケレン
防錆処理の実施

補修要領現状

断面修復　t=1.0cm

・現況剥離を0.5cm、平均はつり深さは0.5cmとし、断面修復は1.0cmで数量計上を行う。
・うき部は、平均はつり深さ1.0cmとし、断面修復は1.0cmで数量計上を行う。

【上部工 うき、剥離部(鉄筋露出を伴わない場合)】

【上部工 鉄筋露出部(鉄筋露出を伴う場合)】

(0.5cm程度)

1
0
m
m

程
度

(10mm程度)

ポリマーセメントモルタル 接着増強下地処理材

補修要領現状

・鉄筋露出は純かぶりを4.4cm、平均はつり深さ2.0cm

　とし、断面修復は6.4cmで数量計上を行う。

(4.4cm程度)

　
64

mm

※純かぶりは、下り車線側歩道部床版を参考にした。

断面修復 t=6.4cm

(10mm程度)

ポリマーセメントモルタル

程
度

接着増強下地処理材

現状 補修要領

【下部工 剥離、鉄筋露出部(鉄筋露出を伴う場合)】

断面修復　t=11.2cm

9.2cm程度

(10mm程度)

ポリマーセメントモルタル

程
度

　
11

2m
m

接着増強下地処理材

・現況剥離を9.2cm、平均はつり深さ2.0cm

　とし、断面修復は11.2cmで数量計上を行う。

※現況剥離は、下り車線側歩道部下部工の純かぶりを参考にした。

注）・断面修復工数量は、打音調査をもとに決定しているが、施工前に再度打音調査を実施し、損傷箇所を特定すること。
　　・鉄筋露出部は、鉄筋のケレンを行い防錆処理を行うこと。

補修要領現状

(1.0cm程度)

断面修復　t=2.0cm

・うき部は、平均はつり深さ2.0cmとし、断面修復は

　2.0cmで数量計上を行う。

・剥離部は、現況剥離を1.0cm、平均はつり深さは

　1.0cmとし、断面修復は2.0cmで数量計上を行う。

【橋面 うき、剥離部(鉄筋露出を伴わない場合)】

2
0
m
m

程
度

(10mm程度)

ポリマーセメントモルタル 接着増強下地処理材

断 面 図

平 面 図

  約30cm

エポキシ樹脂系

ひび割れ補修工(注入工法)：HI 1

開　　　始

ひび割れ部の清掃

注入用パイプセット

ひび割れ面シール

ひび割れ調査

パイプ間隔確認

シール材の養生

注　　　　入 乾燥状態：エポキシ樹脂系

注入量の確認・養生

パイプ撤去

シール材撤去

終　　　了

プライマー塗布

ひび割れ

開　　　始

ひび割面のＵカット

ひび割れ調査

清　　　　掃

プライマー塗布

充てん材の充てん

養　　　　生

終　　　了

ポリマーセメントモルタル

注)・本計画ではひび割れ部が乾燥状態であることから、注入材料としてエポキシ樹脂系を使用する。

断 面 図

0.2～1.0mm以上のひび割れにエポキシ樹脂系の材料を注入
    　　　　　　　　　　　  して、防水性、耐久性を向上させ、劣化因子の進入を防ぐ
    　　　　　　　　　　　  工法である。

ひび割れ補修工(注入工法)……

補修概要図

補修概要図

ひび割れ補修工(充填工法)……　　　1.0mm以上の比較的大きな幅のひび割れ、および遊離石灰により

　　工法で、ひび割れに沿ってＵ字形にコンクリートをカットし、
　　　その部分に補修材を充填する工法である。

施工フロー

施工フロー

ひび割れ補修工(充填工法)：HI 2

　　　目詰まりが生じ、ひび割れ注入が困難なひび割れの補修に適する

注)・U字カット深さは15mmとする。

※剥落防止工

跨線部における断面修復工の処理・・・跨線部における断面修復箇所を対象に、剥落防止を目的とする。

参考とする工法：タフガードQ-R工法

エポキシ樹脂系水性ウレタンプライマープライマー

ウレタン/ウレア樹脂中塗

柔軟型ふっ素系樹脂塗料上塗り 又は 
柔軟型ポリウレタン樹脂塗料上塗り

上塗

エポキシ系ポリマーセメントモルタル素地調整 1.0～2.0kg/m2

0.04kg/m2

1.4kg/m2

0.12kg/m2

塗料名塗装工程 標準塗布量 膜厚

参考とする工法：タフガードQ-R工法

塗布間隔(20°C)

-

1000μm

30μm

-

16時間～14日

2時間～3日

-

2時間～5日

補修工法要領図(その1)

 13縮 尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

会 社 名

事業者名

板野郡板野町川端(板野跨線橋)

徳島引田線

　ー / 15

DA2

DA1

DA3

DA4

R2徳土　徳島引田線　板・川端　橋梁補修工事

実施設計図面

うき、剥離部

既設コンクリート
鉄筋

既設コンクリート
鉄筋

断
面
修

復

10
mm

カッター工

断面修復材 下地処理

欠損部

既設コンクリート
露出鉄筋

44
mm

断
面

修
復

既設コンクリート 露出鉄筋
カッター工

防錆処理

断面修復材

20
mm

10
mm

下地処理

欠損部

既設コンクリート
露出鉄筋 既設コンクリート 露出鉄筋

カッター工

防錆処理

断面修復材

92
mm 20

mm

10
mm

断
面

修
復

下地処理

うき、欠損部

既設コンクリート
鉄筋

既設コンクリート
鉄筋

断
面
修

復

10
mm

カッター工

断面修復材 下地処理

低速低圧注入器具

注入器間隔

注入器

ひび割れ

注入器

ひび割れ箇所シール

取付パイプ

エポキシ樹脂シール材

注入材　　　　

10
mm

15mm

10
mm

15mm



施工計画図(その1）

 14縮 尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

会 社 名

事業者名

板野郡板野町川端(板野跨線橋)

徳島引田線

図　示 / 15

T.2

T.3

T.4

T.1-1

電力　イタノ27

電力　イタノ28

10.39
10.79 10.91

11.01 11.07 11.05 10.94
10.84

10.70 10.48

10.44
10.9911.10

11.09
10.8810.61

10.59 10.73 10.77 10.88 11.10
11.14

11.11 10.92 10.84 10.68 10.52
10.37

4.91

4.85

4.46

5.02

4.99

5.07

4.70

4.44

4.11

3.97

4.774.79

4.80

4.90

4.28

AS

AS

AS
JR高

徳
線

至
 徳

島
方

至
 高

松
方

至 徳島 至 引田
板野跨線橋

AS

AS

コン杭

コン杭

AS

E:イタノミナミ21

E:イタノミナミ22

4.60

4.76

3.97

3.70

3.68

3.92

4.47

4.00

3.97

4.36

4.80
4.71

4.72

4.74

コン杭

コン杭

コン杭

コン杭

AS

KBM H=5.010

H=4.653

H=10.437

BM H=11.034

4.64

TP.1

平面図 S=1:250

車両感知器

4.76

4.76

4.90

5.11

5.12

5.23

5.22

5.33

車道部側面図 S=1:250

9560 19580 9560

9960 19980 9960

A1 P1
P2

A2

Fix FixMov Mov Mov

上り車線側歩道部側面図 S=1:250

JR施工範囲
JR施工範囲(下部構造）

徳島県施工範囲

h=
43

00

上り車線側歩道部

下り車線側歩道部

下り車線側歩車道境界地覆ライン

A1 P1 A2

Fix FixMov Mov

上り車線側歩車道境界地覆ライン

13660 26940

13060 26340

B-B側線 C-C側線

A-A側線

B-B側線

C-C側線

JR施工範囲

徳島県施工範囲

徳島県施工範囲

※橋長等の表示は車道部要素を示す

h=
43

00

橋面

附属物

路面

伸縮装置

地覆

防護柵・高欄

排水施設

第1径間
床版防水工
舗装工
段差抑制工
伸縮装置取替

防錆処理(Gr基部)
すり抜け防止フェンス取替

清掃

第2径間 第3径間
床版防水工
舗装工

伸縮装置取替
ひび割れ注入工
断面修復工
防錆処理(Gr基部)
すり抜け防止フェンス取替
ボルト取り付け
清掃

床版防水工
舗装工
段差抑制工
伸縮装置取替

防錆処理(Gr基部)
すり抜け防止フェンス取替
ボルト取り付け
清掃

－ －

橋面

附属物

路面

伸縮装置
地覆

防護柵・高欄
フェンス
排水施設

床版防水工
舗装工

伸縮装置取替
ひび割れ注入工

防錆処理
防錆処理

床版防水工
舗装工

伸縮装置取替
ひび割れ注入工
防錆処理

床版防水工
舗装工

伸縮装置取替
ひび割れ注入工

取付金具取替

第1径間 第2径間 第3径間

橋面

路面

伸縮装置
地覆

床版防水工
舗装工

伸縮装置取替

床版防水工
舗装工

伸縮装置取替
ひび割れ注入工

第1径間 第2径間

シリコーン粘着シート設置シリコーン粘着シート設置 シリコーン粘着シート設置

シリコーン粘着シート設置シリコーン粘着シート設置

－
－

－

清掃 清掃

足場設置

現橋調査

ひび割れ注入・充填工

断面修復工

足場設置

現橋調査

ひび割れ注入・充填工

断面修復工

片側交互通行規制開始

現橋調査・清掃

橋面部舗装版撤去

伸縮装置撤去・設置

取合部舗装版撤去

取合段差抑制工・舗装復旧

橋面部舗装・床版防水工

地覆部　ひび割れ注入工

高欄・防護柵補修工

足場設置

現橋調査

ひび割れ注入・充填工

断面修復工

支承部補修工

足場設置

現橋調査

ひび割れ注入・充填工

断面修復工

支承部補修工

塗装工

塗装工

片側交互通行規制開始

現橋調査・清掃

地覆部　ひび割れ注入工

地覆部　断面修復工

高欄・防護柵補修工

シリコーン粘着シート接着工

排水施設補修工

排水施設補修工

橋面工 上部工 下部工 上部工橋面工 下部工

関係機関協議

現地踏査

関係機関協議

現地踏査

施工フローチャート

徳島県施工範囲 JR施工範囲

工事完了

設計照査 設計照査

シリコーン粘着シート接着工

防錆処理

取付金具取替

附属物 取付金具取替 取付金具取替排水施設

伸縮装置設置工

註）吊り足場および下部工補修のための仮設足場設置にあたっては、鉄道近接区域にあるため
　　足場の傾倒、および吊り足場上からの落下対策に十分留意すること。

註) 線路中心からW=3.0mの範囲に抵触する枠組足場は、即日設置撤去とすること。註) 線路中心からW=3.0mの範囲に抵触する枠組足場は、即日設置撤去とすること。註) 線路中心からW=3.0mの範囲に抵触する枠組足場は、即日設置撤去とすること。

剥落防止工

施工計画図(その1）

車道部　部材別補修計画 上り車線側歩道部　部材別補修計画 下り車線側歩道部　部材別補修計画車道部　部材別補修計画

上部工

下部工

主桁
横桁

床版

躯体

第1径間
塗装工
塗装工
ひび割れ注入工
ひび割れ充填工
断面修復工

A1橋台
ひび割れ注入工
ひび割れ充填工
断面修復工

塗装工
沓座モルタル打替

第2径間
塗装工
塗装工
ひび割れ注入工
ひび割れ充填工
断面修復工

P1橋脚
ひび割れ注入工
断面修復工

第3径間
塗装工
塗装工
ひび割れ注入工
ひび割れ充填工
断面修復工

P2橋脚
ひび割れ注入工
断面修復工

塗装工
沓座モルタル打替
ジョイントプロテクター再設置
ピンチプレート再設置
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施工計画図(その2）
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作業範囲図

ジャッキ未接地　側方

カント20mm以下：狭軌
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※側方での作業範囲を示す。

R2徳土　徳島引田線　板・川端　橋梁補修工事
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